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締 7
核医学用半導体検出器 の検討
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【目的萋

　近年、シ ン チ レ
ー

シ ョ ン型 ガ ン マ カ メ ラ の 代替を目的 と して 、CdZnTe や CdTe 等 の ff−W 族 化 合 物 半

導体を使用 した 検出器 の 研究が各所 で 行わ れ て い る 。 我 々 は、素子製造方法 ・電極構造等 の 改善 に よ り性能が 飛

躍的 に向上 した CdTe （テ ル ル 化 カ ドミ ウ ム ）に注 目し、核医学用 検 出 器 として CdTe 半導体検 出 器が 用 い

られ た 場合 の 画質へ 及ぼ す影響 に つ い て 評価 した 。 hncb × 2irlch の 小視野 CdTe 半導体検 出 器 を試作 し、
エ ネル ギ ー

分解能、脳 フ ァ ン トム の プ ラ ナーと SPECT イ メ
ージ、球 フ ァ ン トム に よ る 散乱線低減効果を評価

し良好 な 結果 を得 た の で 報告す る 。

【方法｝

　試作 した CdTe 半導体検出 器 は 、 厚さ 8   の 半導体素子 を 1．6   間隔 に 横 16素子、縦 32 累子並 べ て 、
有効視野 1　 inch × 2inch の 小 視野検出器 を構成 した 。 使用 した CdTe 素子 は ア ク ロ ラ ド社製で 、電極 は In

／Ptを使用 した ダ イオ
ー

ド型 ブ ロ ッ キ ン グ構造 で あ る。後段 回路 の チ ャ
ー

ジ ア ン プ は 画素毎に 構成し ア ナ ロ グ

ASICを用 い て 集積化 した 。 回路出力は ガ ン マ 線 の 入射 を示す トリガ
ー一
信号と入射エ ネル ギーに相当す る ア ナ ロ グ

信号の 2 つ で 、A ／ D 変換 した デ
ー

タ を PC に 取 り込 み x ネル ギー一
弁別や 画 像収集等 の 処 理 を し た 。 評価 は い ず

れ も室温 で 行 い 、半導体検出器 よ り大 きな フ ァ ン トム を評価す る 際 は 検出器 の 位置 をず ら しなが ら収集し た 。 収
集 に は長時間要 した た め 経過時間か ら半減期補正 を した 。 比較評価用 に東芝製 シ ン チ レ

ー
シ ョ ン型 ガ ン マ カ メ ラ

GCA − 9300A ／ P 工の デ
t−一

タ を使用 した 。

酷 果】

　 140keV で 素子平均 5． 1％ の エ ネ ル X
’
　・一分解能 （Intrinsic）を得 る こ とが で きた 。 半導体検 出器 に よる

脳 フ ァ ン トム の プ ラ ナ
ー

イ メ
ー

ジ は、同条 件 で 収 集 した シ ン チ レ ー
シ ョ ン 型 ガ ン マ カ メ ラ に 比べ コ ン トラ ス トを

向上 させ る こ とが で きた （図 1）。SPECT イメ
ー

ジで は コ リ メ
ー一

タの 最適化を行うこ とで 画質向 上 を 示せ た。
散乱線評価 で は、テ ク ネシ ウ ム 溶液 の 中 に 水 を 充填した 球 フ ァ ン ｝・ム を置き、球 フ ァ ン トム 内の SPECT 値 （主

に 散乱成分）を測定 した。結果 と して シ ン チ レ
ー
汐 型 ガ ン マ カ メ ラ に比 べ 半導体 検 出 器 で は 球 フ ァ ン トム 散乱 成

分が 30 ％ 程度減少 した 。 散乱線補正 （TEW 法） と併用す る こ とで 高精度な定量化測定が 期待で きる 。

【考察】

　核医学応用 に て 、シ ン チ レ
ー

シ ョ ン型検出器 に 比 し半導体検出器 の 優位性 を示せ た。基礎デ
ー

タ 収 集や 大 視 野

検出器試作 な ど今後 も評価 を 継続す る 。

図 1　脳 フ ァ ン トム を 使用 した Na　1シ ン チ レ
ーシ ョ ン 型 検出 器 （左） と半導体検出器 （右） の

　　　プ ラナーイ メ ージ。単 導体 検出器の イ メ
ージで は コ ン トラ ス トの 向上 を明確 に 示 せ た。
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